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【序論】高齢者のQualityofLi氏（QOL）向上のため
に筋量を維持・増加させる事の重要性が強調されて
いるが、qOLとより密接に関わる“動作をうまく遂
行する能力”についても注目する必要があるだろう。
動作をうまく遂行する、すなわち、四肢を協調して
動作させる時、神経筋及び知覚系の制約により各肢
の動作（各肢の筋）に相互作用が生じることが知ら
れている（Swinnen，2002）。先行研究（Terada eta1．，
1995）から、筋弛緩には、筋収縮と類似した皮質で
の準備プロセスが必要とされることが示唆されてい
る。このことから、協調動作において収縮と弛緩を
同時に行う時には、収縮と弛緩の指令が相互に干渉
し合い、目的とする協調動作の遂行を阻害している
かも知れない。この仮説を検証するため、本研究で
は同側二肢において、同時に手の筋収縮と足の筋弛
緩を行ったときにそれらがどのように相互に干渉す
るかを、動作速度と筋電図の点から検討した。
【方法】被験者（n＝10）は座位をとり、動作が右手
関節の背屈動作に限定されるような装置に右手を回
内位で固定した。右足底背屈動作時に足が床等に触
れないようにした。右手足の関節角度はゴニオメー
タ隼与り記録し、手背屈筋（総指伸筋），手掌屈筋（尺
側手根屈筋）、足背屈筋（前脛骨筋）、足底屈筋（ヒ
ラメ筋）から筋電図を取得した。被験者は目を閉じ
た状態で、脱力状態からの右手関節の背屈（タスク
1）、脱力状態からの右足関節の背屈（タスク2）、能
動的に軽く右足を背屈した状態からの受動的な足底
屈（タスク3）、タスク1とタスク2を同時に行う（タ
スク4）、タスク1とタスク3を同時に行う（タスク
5）、の計5種のタスクを行った。被験者は、用意の
合図の後にタスクを開始する姿勢（タスク1，2，4では
手足を脱力した姿勢、タスク3，5では手は脱力し、
足は軽く背屈した姿勢）をとり、合図の2－4秒後に
ランダムなタイミングで鳴るブザー音を聞いたら、
全速でタスク動作を行うよう指示された。また、タ
スク3，5では、能動的な足底屈力を発揮しないよう
指示された。
【結果と考察】受動的な足底屈動作の平均角速度は、
タスク3（238土830／S，平均士標準偏差）とタスク
5（272土1060／S）の間に有意な差は認められなかっ
たが、最大角速度はタスク5（383士1600／S）でタス
ク3（329士128。／S）より有意に大きかった。この結
果は、足底屈筋の筋電図から説明できる。“受動的な”
足底屈動作における足底屈筋の筋電図はタスク5の
方がタスク3より有意に大きく（p＜0．001）、この意
図的でない足底屈筋の筋収縮によりタスク　5での
“受動的な”足底屈動作の動作速度が速まったと考え
られる。弛緩中の足背屈筋の筋電図平均振幅を見る
と、タスク3の方がタスク5より有意に小さかった
（p＜0．01）。このことから、受動的な足底屈動作（足
背屈筋の弛緩）は同時に起こる能動的な手背屈動作
（手背屈筋の収縮）に阻害されたことが示唆された。
一方、手背屈の平均および最大角速度は、タスク1
（280土610／S，409士990／S）でタスク4（249土560！S，363
土870／S，ともにp＜0．05）、タスク5（232土610／S，342土
930／S，ともにp＜0．001）より有意に大きかった。タ
スク1の平均値で正規化した手背屈筋の筋電図平均
振幅は、タスク1（100士16％）よりタスク5（85士23％，
p＜0．01）で有意に小さかったが、タスク4（92土17％）
とその他のタスクの間には有意な差は認められなか
った。従って、能動的な手背屈動作（筋収縮）は同
時に起こる受動的な足底屈動作（筋弛媛）に阻害さ
れたことが示唆された。
以上の事から、同時に行う手の筋収縮と足の筋弛
緩は互いに阻害し合う事が示された。
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